








〔出土遺物〕

杯C-1(第 8図-5)IP4底 面より出土した。平底の郭である。体部は九みをもって立ち上
がる。日縁部は「く」の字状に短く外傾 して立ち上がり、端部は上方に立つ。口縁部径と体部

径がほぼ等しい。日縁部内面に稜線を形成する。調整は口縁部から体部士半にかけて内外面ヨ

コナデ、体部下半は外面にヘラケズリ後ヘラミガキ、内面にヘラナデ、底部はヘラケズリが施

されている。内外面に丹塗りが観察される。

高杯 C-2 (第 9図-6):床面より出土した。円錐台状に開く脚部の上半部分である。調整は、
外面にヘラミガキ、内面に指ナデが施されている。

高杯 C-3 (第 9図-4):床面より出土した。郭部を欠損している。中空柱状部は、やや脹み

をもち、裾部は外方に大きく開き裾端部に至る。調整は、柱状部外面にヘラケズリ、裾部にヘ

ラナデ、裾端部にヨコナデが施され、柱状部内面上半にはシボリロ、下半から裾端部にかけて

ヘラナデが施されている。

高杯 C-4 (第 9図-5):P4底 面より出土した。堺部を欠損している。裾部は円錐台状に開
き出し、裾端部は外方に屈曲している。調整は裾部外面にヘラナデ後ヘラミガキ、裾端部にヨ

コナデ、内面上半にはヘラケズリ、裾部にヘラナデが施されている。台付甕の裾部片とも見ら

れる(註 4)。

弩 C-5 (第 8図-3):カマド右権右イ貝」よiり 、甕C-6と 並んで出土した。底部及び体部下半の

一部を欠損している。体部は九みをもって立ち上がり、日縁部は「く」の字状に外反する。最

大径は体部中央にある。調整は、口縁部外面にヨコナデ、頸部から体部にかけてナデ (一部ヘ

ラナデ)が施され、口縁部内面にヨコナデ(一部ヘラケズリ)、 体部にはナデ (一部ヘラナデ)

が施されている。内面には粘土紐による巻き上げ痕が明瞭に観察される。体部下半から底部に

かけて二次加熱を受けている。

菱 C-6 (第 8図 -2):カ マド右袖右側より、甕C-5と 並んで出土した。頸部・底部の一部

を欠損している。体部はやや長胴形の脹みをもつ。日縁部は「く」の字状に外反する。最大径

は体部中央にある。調整は、口縁部外面にヨコナデの後、一部にナデ・ヘラミガキ、体部はヘ

ラケズリの後、ヘラミガキが施されている。日縁部内面はヘラミガキ、体部はヘラナデが施さ

れている。また、底部から体部下半には二次加熱による劉離痕が観察される。

養 C-7 (第 8図-1):床 面より出土した。体部下半を欠損している。体部はゆるやかな丸
みをもち、口縁部は「く」の字状に外反する。調整は、口縁部内外面にヨコナデ、体部外面は

ヘラナデ後ヘラケズリ、体部内面はヘラナデが施されている。

甕C-8 (第 9図-3):P2堆 積± 3層中より出土した。口縁部・底部を欠損している。
体部は球形を呈する。調整は、内外面ともヘラナデが施されている。体部下半に二次加熟。



壺 C-9(第 9図-1):床 面より出土した。口頸部のみの破片である。頸部から口縁部にか

けてやや外傾しながり立ち上がり、日縁部はいわゆる折り返し口縁である。調整は、口縁郡外

面にヨコナデ後ヘラミガキ、体部上半から頸部はヘラミガキ、内面調整は、口縁郡 にヘラミガ

キ、体吉|か ら頸部にかけてヘラケズリが施されている。

対C-10(第 8図-4)IP4底 面より出土した。 口縁部から体部にかけて一部欠損してい

る。平底状の九底を呈し、体部は九みをもって立ち上がる。口縁部は外傾して立ち上がり端部は上

方に立つ。口縁部内外面は磨滅が著しく調整は不明である。体部から底部外面に
ヘラケズリ、内面

にはヘラナデが施されている。

甑 C-11(第 9図-2):床 面より出土した。無底式の体部下半から底部にかけての破片である(

底部径は推定10cmを計り、大型の観と考えられる。調整は体部外面にヘラミガキ、内面にヘラ

ナデ、孔の周縁にヘラケズリが施されている。

鉄鏃 N-1(第 9図-8)IP5堆積± 1層 中より出土した。銹化が著しいが先端部 。中茎を欠

損しており、全体の形態は不明である。鏃身部は三角形を呈し、逆刺を有している。有茎の平

根式鉄鏃である。

石製模造品 K-1(第 9図-7)IP5堆積±2a層 上面より出土した。二孔の有孔円板である。

孔は片側穿孔である。表面は擦痕、側面には12面の面取 りが観察され、光沢がある。結晶片岩

製である(註 5)。

第 2表  1号住居跡遺物集計表

(2)2号 住 居 跡

A・ B-1区 1号住居跡貼床直下で検出された (第 10図 )。

〔平面形・規模・方向〕住居跡南壁と東壁の一部を検出したのみで、全体の形状。規模は不明

である。東西長1.7m以上、南北長4.5m以上を計る。東壁の方向はN-24生Wを計る。

〔重複関係〕3号住居跡を切っており、1号住居跡。3号濤跡に切られている。

出土層位 1  層 2層 3  層 4  層 5層 床  面

ピ

P2 P3 P4 P

3層 3層 底 面 1層中 2a層 上面 2b層 中 3b層
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土
師
器
土師器 土師器

出

土
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な
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号
登録
番号

種別
器

形
土
構
出
遺

上
位
出
層

外 面 」.4整 内 面 調 整 法 量 (cm)
備  考 写真図版

口縁部 体部 底部 口縁部 体部 底部 器高 十日径 1底径
1 C-7 土帥器 嬰 1住 床 面 ヨコナデ ヘラナす牧ヘラケズリ ヨヨナデ ヘラナデ (87) 図版161

2 C-6 土師器 獲 1住 床面
ガ
”

コ
際
ヨ
と
。

ヘラケズリ後ヘラミオキ ヘラミガキ ヘラナテ 32 0 (59) % 二次加熱 図版156

3 C-5 土師器 甕 1住 床面 ヨヨナデ ナデー音Iヘ ラナデ
ヨコナデ
ー部ヘラケズリ

ナデー部ヘラナデ (203) 14 8 % 二次加熱 図版153

C-10 土占F器 I住 P4 底 面 不 明 ヘラケズリ 不 明 ヘラナデ 41 影 図版163

5 C-1 土師器 罫 1住 P4 底 面 ヨコナデ ヘラケズリ後ヘラミオキ ヨヨナデ ヨコナデヘラナラ 10 9 10 6 完形 丹塗 り Ekl版 151

第 8図  1号住居跡出土遺物実測図
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番

丹
0鍬
器丹 種  別 器形 出上遺構 出土懸位 残 存 備  考 写真図版

土山,器 一霊 1住 床  面 尺号て方キ |ヘ ラミガキ (77)1167 図版162
2 C-1 土RI器 甑 1住 床  面 ヘラミオキ

3 C-8 土師器 甕 1住 P2 3婚 中 二次加熟 LXE版 164
C-3 土師器 高イ 1住 床  面 ヘラケスリ→ヘラナデ ヨコナデ シポリロ→ヘラナテ 図版154

5 C-4 土山,器 高郎 1住 P4 底  面 テナテイ資ヘラミガキ、ヨコナデ ヘラケスリ→ヘラナデ 164 図版155
6 C-2 ■匈F器 「lイ 1 住 床  面 指ナテ 図版 152
番
い 番号

種 別 1器  形 出土遺構 出土層位 1   調     整 常両讐辛特伊¬r引 石 質1残存 写 真 図 版

K― I 石製模造品 1有 孔円板 住 P5 2a層 上 1   擦     狼 33 03103～ 041結 温片岩 1完形 LXJ版 16-6
岱
向
市 番号

種 器  極  1 出 土 追 構  1 出 土 婿 位 残  存 写 真 図 版

8 鉄  製  品 鉄 鏃 (平根式)1 1 住 P 5 1 1 層  中 1 25 1 16 図 版 16-7

第 9図 1号住居跡出土遺物実測図



〔堆積土〕深さ3～ 15cmで 2層 に細分される。第1層はにぶい責橙色シルト層で、住居跡耳帥」

を除き分布している。浅黄色シルトをブロック状に合んでおり、人為的に埋め戻されたと考え

られる。第2層 は褐灰色シルト層で、住居跡全体に分布し、薄く堆積している。

〔壁・床面〕壁は1号住居跡から、東壁北端で25cm、 南壁で10cm前後内側で検出された。壁高

は7～ 13釦を計り、壁の立ち上がりは70°～90°である。床面は層厚2～ 5 cmのにぶい黄橙色で

しまりの強い粘土質シル トによる貼床で、ほぼ平坦である。貼床上面には、全面にわたって灰

状の細かい炭化物の分布が認められる。

〔柱穴〕床面でピットを1基検出したが、住居跡全体の規模も不明なため、柱穴と断定できる

ものはなかった。

〔カマド〕東壁やや南寄り、南東コーナーから約1.8mの位置で検出された。この位置は、1号

住居跡カマドとほぼ重複している。煙道部のみ遺存しているが、袖部は1号住居跡及び3号濤

跡に切られ、全体の規模は不明である。煙道は長さ40cm、 幅25～30cmを計り、約25° の角度で立

ち上がっている。カマド主軸方向はN-78生Eで、壁方向から南側に約10° のずれがある。燃焼

部底面は黒褐色を呈し焼けているが、しまりはない。

〔その他の施設〕貼床上面、カマド右脇でピットを1基 (Pl)検出した。1号住居跡 P2に

切られている。長径65cm、 短径60cm、 深さ59cmを計り、楕円形を呈する。堆積土は大別3層で、

5層 に細分される。la層は黒褐色の粘土質シルト層、lb層 は暗オリーブ褐色の粘土質シルト層、

lc層 はにぶい黄橙色の粘土質シルト層で、ともに炭化物を斑状に含む。 2層は明黄褐色の粘土

質シルト層で、にぶい黄褐色シルトをブロック状に合み、人為的に埋められた様相を呈する。

3層は褐灰色のシルト層で、炭化物・灰を多量に合む。貯蔵穴と考えられる。

〔遺物出土状況〕堆積± 1層中より土師器片21点、床面直上の炭化層上面から土師器片14点が出

土している。実測可能な遺物は 1点もない。

第 3表  2号住居跡出土遺物集計表
出土層位 1 層 2層 (炭 化 思 ) 床  面 Pl

計種 土 師  器 出
土
追
物
な
し

土  師 器 出
土
遺
物
を
し

出
土
遺
物
な
し

器 種 不 高邪 甕類 不 高郷 甕類

個体破片数 1 1 7

実 測 点 数 0

(3)3号 住 居 跡

A・ B-1区、 2号住居跡貼床直下で検出された (第 11図 )。

〔平面形。規模・方向〕住居跡南壁と東壁の一部を検出したのみで、全体の形状・規模は不明

である。東西長1.8m以下、南北長4。 3以上を計る。東壁の方向はN-15走 20° 一Wを計る。



籐 土 晒 榊         m

カ マ ド

ピ ッ

層聴 土 色 土  性 そ 他

25Y%黒  偶 色 粘土質シル ト 炭化物 を斑状 に合む
25Y%暗オリーブ褐色 粘土質シル ト 炭化物 を斑状 に合む
10Y R%に ない黄橙色 粘上質ンル ト 炭化物 を斑状に合む

2 10Y R%明 黄 Fkl色 粘土質シル ト i!き 3イ携だ楊琴鍵霰た各志
をブロッタス

3 10Y R/偶  灰 色 ル  ト 炭化物・灰 を多量に合も

第10図  2号住居跡平面図・断面図

〔重複関係〕1・ 2号住居跡、3号濤跡に切られている。

〔堆積土〕深さ2 cmで 1層である。灰黄褐色シルトで、住居跡南壁付近にのみ分布している。

層中に焼土・炭化物を多量に合む。

〔壁。床面〕壁は2号住居跡から、東壁で8～ 30cm、 南壁で16～ 20cm内側で検出された。壁高

は 9～ 18cmを 計り、壁の立ち上がりはほぼ直角に近い。床面は層厚 3～ 7 cmの浅黄色の し

D′岸
70m

カマ ド断面図

層No 土    色 土  性 そ の 他

la 10Y R/に ない黄鶴色 ル  ト

lb 10Y R%棚  灰 色 土

lc 10Y R%槻     色
2a 10Y R%黒  樹 色 ン  ,レ   ト
2b 10Y R%灰 黄 栂 色 ル  ト

3a 7 5YR%極 暗 褐 色 ,レ  ト 焼土

3b 10Y R%〔 ぶぃ黄ttl色 粘上質ンル ト

10Y R%黒  鶴 色
4b 75YR%暗  4Al 色
4c 75YR%黒  樹 色

層聴 上    色 土  性 そ 他

J 10Y R%に ぶい黄橙色 ,レ  ト

2 10Y R%褐  灰 色 シ ,レ  ト 焼上 を班状に少量合も
貼床 10Y R%に ない黄橙色 枯土質ンル ト



c岸
60m

引 A′

堆積土 (北側)

層聘 土 色 土   性 そ   の   他

1 ЮYR%灰 黄 tkl色 シ   'レ    ト 焼土及び炭化物 を多量に含む

貼床 25Y%浅  黄 色 粘土質シル ト 土師器片出上、 しまり強 し

周溝 ЮYR%に ぶい黄橙色 粘土質ンル ト 粘性推 し

第11図  3号住居跡平面図・断面図

まりの強い粘土質シルトによる貼床で、住居跡】ヒ側を除き施 されている。床面は耳ヒ側がやや高く

なっているが、ほぼ平坦である。

〔周濤〕南壁及び東壁北部の直下で検出された。断面形は「 U」 字形で、上端幅 6～ 12cm、 底

面幅 5～ 10cm、 深さ10～18cmを計る。

〔柱穴〕床面でピットを1基検出したが、住居跡全体の規模も不明なため、柱穴と断定できる

ものはなかった。

〔カマド〕床面での焼土炭化物等の分布は認められず、不明である。

〔その他の施設〕住居跡床面で、ピットを1基 (Pl)検出した。長軸40cm、 短軸36cm、 深さ

6 cmを計り、隅丸方形を呈する。堆積土は1層で、暗褐色の粘土質シルトである。

土

Pl断面図

層聴 土 色 土   性 そ   の   他

Pl 10Y R%暗  IXl 色 粘土質シル ト 焼土粒・灰を多量に合む、土師器片出上



〔遺物出土状況〕床面で土師器片12点、Plか ら土師器片20点 が出土している。実測可能な遺

物は1点もない。

第4表 3号住居跡出土遺物集計表
出土層位 l層 床 面 P  ユ

計
種    別 出

土
遺
物
な
し

土  師  器 土   師   器

器    種 郷 高不 甕類 郷 高不 甕 類

個体破片数 7 2 3 4 3

実 測 点 数 0

い)3号 溝 跡

A-2区 からB-1区 にかけて、長さ5mに わたって検出された (第 12図 )。 1・ 2・ 3号住
居跡を切っている。上端幅1.8～ 2.3m、 底面幅34～ 58cm、 深さ67～80cmを 計 り、断面形は「U」

字形である。方向は N-10生 Eを計り、ほぼ真北である。底面のレベルは、耳ヒ側から南側にか

けて低 くなっており、レベル差は12cmを計る。堆積土は大別 3層で、 7層 に細分される。全て

粘土層である。la層 は褐灰色シル ト質粘土層、れ層は灰黄褐色粘土層、lc層 は褐灰色粘土層で

粘性が強い。ld層 はにぶい黄褐色粘土層で、地山崩壊土である。2a層は褐灰色粘土層で、酸化

鉄を含む。2b層は4F」灰色粘土層で、灰黄褐色土を合み地山崩壊土である。 3層 は黄褐色粘土層

で、グライ化が著 しい。

〔遺物出土状況〕la・ 2b・ 3層 を除く堆積土各層から出土している。lb層 :土師器片 148点・

鉄製品1点・鉄滓2点・礫26点、lc層 :土師器片35点・石製品1点・礫2点、側層 :土師器片

欠畔
Om

土

層II i    t そ    の   他

10Y R/th 灰 色 ンルト質枯士 酸化鉄を斑状に合む
10Y R%灰 表偽色 粘    ■ 土師器片他出上、炭化物を斑状に合j

10Y R/樹  灰 色 格    土 市 糾 盛 t イ '製 ‖' II物 逆 f4"I

10Y Rχ にない黄鶴色 粘    ■ 去鞘壱転坐曽ウ七ザ〉農κⅢど
t

10Y Rχ樹 灰 e 枯    土 ■師器片他出上、酸化鉄を合む
IOY R/拙  仄 色 粘    土 10Y R%灰 黄掛色枯■をしま状に合む
IOY R%黄  4Al 也 粘    ■ 25Y%浅 黄色粘■をしま状II含 む

第12図  3号溝跡平面図・断面図



27点・石器 2点・礫 4点、2a層 :土師器片 1点・礫 2点である。また、lc層 中からは炭化した

植物遺体が出土している。この内、実測可能な遺物は、石製品 (K-4)1点 、石器 (K-2
・ 3)2点のみである。尚、出土遺物中で土師器片は全て非ロクロである。

〔出土遺物〕 (第13図 )

石器 K-2(第 13図-1):堆 積±1劇唇中より出土した。二次加工のある劉片である。表面左

上側辺が刃部として使用されたらしく、微細劉離痕が認められる。流紋岩製。

石器 K-3(第 13図-2):堆 積土側層中より出土した。二次加工のある劉片である。流紋岩

製。

石製品 K-4(第 13図 -3):堆 積土監層中より出土した。孔が表裏両面から穿たれており、

縁辺の大部分には敲打痕が認められる。石包丁未製品と考えられる。粘板岩製。

0            5 cm

∩
日
日
日
リ

第 5表  3号溝跡出土遺物集計表
出土層位 la層 lb 層 lc 層 ld 層 2a層 Jb層 3層
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土
遺
物
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し

土師器
然
料
¨

琢
滓 礫 土師器

「
禅

中
礫 土師器

石
器 礫

工
製 礫 出

土
遺
物
な
し

出
土
遺
物
な
し

器  種 邪
高
坪
甕
類 不

高
郷
獲
類 邪

甕
類

甕
類

個   体
破 片 数

l 2 3 17 l 2 ユ 1 2

実測点数 1 2 3

ンフ   ′́け
｀ 【 ノ

公

=Ч
≧奎 多
~_k熊

ー

番号 登録番号 種   別 器 種
さ

ｍ
＞

長

ぐｍ

鴨

(mm)
酪
ｍ
重さ

(9)
打  面

石 材 備 考 写真図版
厚 さ

ユ K-2 打製石器 禁U 片 37 3 紋 渚 猥J辺微組 剣離痕・打面二次 加 下 図版16-8
2 K-3 打製石 期  片 22 7 紋岩 裏山二次 加工 16--9
3 K-4 石 製 品 石角T' 51 5 粘板岩 縁辺 に敲打痕 16--10

第13図  3号溝跡出土遺物実測図



(5)遺構外出土遺物

ナ不C-12(第 14図):A-2区 4a層上面より出

土した。体部は丸みをもち、日縁部は屈曲 し

外反する。内面に綾線を形成する。広部 を欠損

しているが、九底状を呈すると考えられる。調

整は磨減が著しいが、日縁郡外面に一部ハケメ、

内面に一部ヨコナデが施 されている。

番

号
働
紛
種別
雌
駆

外面調整 内面調整 法 量 (�
残存 写真図版

螂
器高 日径 底径

“
Ｖ
ト

不明
矢損
図腕 65

第14図 A-2区 4a層上面出土郷実測図

Ⅶ 考 察 と ま と め

参回の発掘調査は、調査個所や面積等の関係から、検出した遺構の全容を明らかにすること

ができなかったが、約30だ の中で 2度の改築・拡張を伴う3時期にわたる竪穴住居跡 1軒、濤

跡 3条 を検出した。本章では検出された住居跡について、その構造の変遷を辿るとともに、出

土遺物について若子の検討を行いたい。

1.竪 束 住 居 跡
検出された3軒の住居跡は、2度の改築・拡張を伴う3時期にわたる住居跡である。全体の

形状・規模は不明であるが、検出された範囲の中で次のような変遷が認められる。

3号住居跡→ 2号住居跡

〔壁〕2号住居跡は、3号住居跡より南壁で15～ 20cm、 東壁で15～27cm拡張されている。

〔床面〕2号住居跡貼床は、3号住居跡の貼床直上に施設されている。

2号住居跡→ 1号住居跡

〔壁〕1号住居跡は、2号住居跡より南壁で10cm、 東壁で0～ 25cm拡張されている。

〔床面〕1号住居跡貼床は、2号住居跡の床面上に人為的に地山の浅黄色シルトとにぶい黄掲

色シルトの混合土を入れ、その上に施設されている。

〔カマド〕1・ 2号住居跡とも、ほぼ同位置に構築されている。共に全体の規模は不明である

が、煙道部は1号住居跡が6° のずれをもって構築されている。

〔ピット〕1号住居跡 P2は、同位置で2号住居跡 Plを切っている。また、2号住居跡 Pl

堆積土には、にぶい黄褐色シルトと明黄褐色粘土質シルトの混合土があり、人為的に埋め戻さ

れていると考えられる。



2.出 土 遺 物

床面上からの出土遺物は、 1号住居跡のものが大半を占め、 2。 3号住居跡からは小破片の

みの出土であった。ここでは、この最終段階である1号住居跡床面出土土器についての検討を

試みたい (第 15図 )。

1号住居跡床面出上の土器には、土師器lTh・ 高lTh・ 甕・重・Ftt・ 甑があり、その他に石製模

造品 (有孔円板)。 鉄鏃が出土している。各器種の概略は以下の通りである。堺 C-1は平底

の堺で、体部は丸みをもち、日縁部が屈曲し短かく立ち上がる。日縁部内面に綾線を形成する。

高郭 C-2は、脚部が円錐台状に開く。高郭 C-3は、柱状部が中空でやや脹みをもち、裾郡

が大きく外方に開く。高郭 C-4は、裾部が円錐台状に開き、裾端部が屈曲する。甕 C-5は、

体部が九みをもち口縁部が外反し、最大径を体部中央にもつ。甕 C-6は、体部がやや長】同形

さ
C-9

C-2 C-3
C-10

C―H

C-5

C-1 C-8

第15図  1号住居跡出土土器



の脹みをもち口縁部が外反し、最大径を体部中央にもつ。甕 C-7は、体部がゆるやかな九み

をもち、日縁部が外反する。甕 C-8は、体部が藪形を呈する。壷 C-9は、頸部が外傾し折

り返し口縁をもつ。ltI C-10は 、平底状の九底で体部が丸みをもち、日縁高と体部高、口縁径

と体部径がほば等しい。観 C-11は 、無底で大型の観片である。

これらの特徴を有する土師器は、氏家和典氏によれば (註 6)、 「第二型式土器」即ち南小泉

式に位置づけられる。その器形の特徴は、(1)大形の重形土器においては、球形の体部に短かく

外反する口縁郡 をもち、最大径が体部中央にある。O刀 形ヽ 。中形の壷形土器においては、九底

を呈し、口縁高と体部高、日縁径と体部径がほぼ等しい。●)高郭形土器においては、脚部は中

脹み中空で、裾部は脚柱部より顕者に外方に屈折し拡がった裾部を形成する。脚中央部に窓を

有しない。他)甕形土器においては、細長い体部に単調で外反する口縁郡 をもち、頸部に段を有

しない。最大径が体部中央にある。(5)甑形土器においては、円錐形状を呈する複合口縁のもの

及び無底で深鉢形のものが存在する、とされている。

これらの特徴は、高郭 C-3、 甕 C-5・ 6・ 7・ 8、 ltt C-10、 甑 C-11に あたるもので

あり、南小泉式期のものと考えられるが、罫 C-1、 重 C-9はむしろ前段階に位置づけられ

る塩釜式の特徴を備えるものである。個体数からみれば、南小泉式期の方が多く、古い型式の

属性は新しい型式の中にも残るが、新しい型式の属性は古い型式の中ではみられないとする原

則からすれば、これらの上器群は、全体として南小泉式期のものとみておきたい。また、これ

らの土器と共伴して出土した石製模造品(有孔円板)K-1、 鉄鏃 N-1も 同時期のものとみら

れる。

次に、各土器を県内の他遺跡出土の土器と比較検討してみたい。各器種の類例は以下の通り

である。郭 C-1は、仙台市中田畑中遺跡 。郭AI-1類 (註 7)、 刈田郡蔵王町大橋遺跡・郭

I― A3類 (誰 8)と 類似する。高堺 C-2は、仙台市岩切鴻ノ巣遺跡 。高郭脚部Ⅲ類 (註 9)

と類似する。高郭C-3は、岩切鴻ノ巣遺跡・高郭DI類、多賀城市山王遺跡・高堺Ⅲ類 (註10)

と類似する。高郭 C-4は、岩切鴻ノ巣遺跡・高郭DⅡ 類・高郭脚部Ⅱ類と類似する。 甕 C一

5は、山王追跡・甕Ⅱb類と類似する。ttC-6は、岩切鴻ノ巣遺跡 。甕BⅡ 類、山王遺跡・甕

Ⅱa類と類似する。甕 C-7は、岩切鴻ノ巣遺跡 。甕BⅡ 類、亘理郡亘理町宮前遺跡・甕第 1類

(註11)と 類似する。壷 C-9は、大橋遺跡・重A2b類 と類似する。tt C-11は 、全体の器形

は不明であるが、岩切鴻ノ巣遺跡・甑AI、 AⅡ 類に類似するものと思われる。

これらの中で、高郭 C-2・ 3。 4、 甕 C-5・ 6・ 7、 対 C-10、 瓢 C-11と 類似する各

遺跡の土器は、いずれも南小泉式とされており、郭 C-1・ 壺 C-9と 類似する土器は塩釜式

とされている。このように両型式の特徴をもつ土器が混在しているが、南小泉式期のものが主

体的存在を示しているという点は、先の検討の通りである。



それでは、この土器群は南小泉式期の中でどのように位置づけられるかという点について、

塩釜式・南小泉式両型式の土器組成の上から検討してみたい。塩釜式の土器が一括して出土す

る県内の追跡には、大橋遺跡の他に名取市西野田遺跡 (註 13)、 古)II市留沼遺跡 (註14)な どが

ある。ここでは、郭 C-1・ 重 C-9と 類似する土器を出土している大橋遺跡との検討を行い

たい。郭 C-1は、大橋遺跡 3号住居跡出土の部 I― A3類に類似し、重 C-9は大橋遺跡 1号

住居跡出土の壺A2b類に類似するものである。これら各住居跡出土の土器群は、邪・高郷・

器台・甕・壺・徳利形土器から成るが、この土器群の中に堺 C-1・ 重 C-9と 類似する土器

が含まれていることから、本住居跡出土の堺 C-1・ 壺 C-9は塩釜式の特徴を備えていると

みて大過ないと思われる。南小泉式の土器が一括して出土する県内の遺跡には、本遺跡の他、

岩切鴻ノ巣遺跡、宮前遺跡、山王遺跡などがある。高罫 C-2,3・ 4、 甕 C-6・ 7、 対 C

-10、 甑 C-11と 類似性が認められる岩切鴻ノ巣遺跡 1・ 2号住居跡出土の土器群は、郭・高

堺・甕・壷 。甑から成り、土器組成の上で本住居跡と同一である。高郭 C-3、 甕 C-5・ 6

と類似性が認められる山王遺跡 3号遺構出土の土器群は、郭・高郭・甕・壷から成り、本住居

跡と比較し甑を欠いている。甕 C-7と 類似性が認められる宮前遺跡45号住居跡出土の土器群

は、郭・甕・重・甑から成り、本住居跡と比較し高郭を欠いている。以上の検討から、本住居

跡出土の土器群は、岩切鴻ノ巣遺跡 1・ 2号住居跡出土の上器群と強い類似性のあることがう

かがえる。

以上、本住居跡出土の土器群は、塩釜式・南小泉式両時期の特徴を備えているが、主体を成

すのは南小泉式の特徴をもつ土器であり、塩釜式の特徴をもつ土器は客体を成す存在としてと

らえられよう。これらのことから、塩釜式から南小泉式への土器組成の変遷が、必ずしも現段

階では明確になっていないものの、ここでは、本住居跡出上の土器群を南小泉式の古い段階に

位置づけておきたい (註 15)。

県内で南小泉式の土器を出土し、カマ ドを備える住居跡としては、南小泉遺跡第 6次調査 3

号住居跡、岩切鴻ノ巣遺跡 1・ 2号住居跡、宮前遺跡 8・ 25。 42号住居跡の報告がある(註 16)。

岩切鴻ノ巣遺跡 1・ 2号住居跡の土器組成は既述の通りである。本遺跡第 6次調査 3号住居跡

出上の土器群は、郭・高lTh・ 甕 。壷から成り、本住居跡と比較し甑を欠いている。一方、宮前

遺跡 8号住居跡出土のは、郭・甕・壼、同25号住居跡出土のは郭・高郭・甕・壺、同42号住居

跡のは郭・高郭・重から成り、各々、高郭・甑、甑、甕・甑を欠いている。これら各住居跡出

土の土器群の中には、本住居跡出土の上器群にみられる部 C-1・ 重 C-9な どの塩釜式の特

徴を有する土器の共伴例がないことから、本住居跡はカマ ド出現の初現的な様相を呈している

ものと考えられる。



3.その他の遺構と遺物
濤跡は調査区内で 3条検出された。

2a層上面で検出された 1・ 2号濤跡は、時期不明であるが、水田耕作に関わるものと考えられ

る。 3号溝跡は、わ層上面で検出された。 1・ 2・ 3号住居跡を切っているが、堆積土上層か

らの出土遺物の中にもロクロ使用の土師器片、須恵器片等が見られないことから、最終埋没時

期は奈良時代以前と考えておきたい。

出土遺物には、 3号濤跡出土の打製石器・石製品、 A-2区Ъ層上面出土の土師器部がある。

これまでの本遺跡の調査からは弥生土器の出土例が多く報告されており、上記の打製石器・石

製品は弥生時代の所産と考えておきたい。土師器郭 C-12は 、日縁郡外面に屈曲をもつこと、

内面に綾線を形成すること、外面調整にハケメが認められることなどから、南小泉式の中でも古

い段階あるいは塩釜式に属する可能性が考えられる。

本報告書の編集を終えるにあたり、本書のために年度木のお忙しい時期に御寄稿下さいまし

た星川清親氏には、末筆ながら深く感謝申し上げます。また、現地調査から整理作業にわたり

御協力いただいた各氏にも感謝の意を表し、報告の終りとします。
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図版 1

調査区遠景

(南より)

図版 2

1。 2号溝跡全景

(南東より)

図版 3

1号住居跡全景
這物出土状況

(北東より)
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図版 4

1号住居跡カマ ド断面

(北西より)

図版 5

1号住居跡 P5断面
(東より)

図版 6

1号住居跡P4
遺物出土状況

(南東より)
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図版 7

1号住居跡完掘状況

(北東より)

図版 8

2号住居跡カマド断面
(北西より)

図版 9

3号住居跡全景
(北西より)
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図版10

3号溝跡断面
(南より)

図版11

3号溝跡 lC層中
植物遺体出土状況

(東より)

図版12

3号溝跡全景

(南より)



図版13

洋 2区 4a層上面

郭出土状況

(東より)

図版14

調査区完掘状況

(北より)
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第 8図-5
第 9図 -4
第 9図 -6

4 C-4 土師器
5 C-5 土師器
6.C-6 土師器

第 9図 -5
第 8図-3
第 3図 -2
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図版15 1号住居跡出土遺物
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l C-7 土師器 甕  第 8図-1
2 C-9 土師器  壷  第 9図 -1
3 C-10 上師器  llr  第 8図 -4
4 C-8 土師器  甕  第 9図 -3
5 C-12 土師器  好  第14図
6 K-4 石製品    第13図 -3
7 K-1 石製模造品 (有孔円板)第 9図 -7

図版16 1号住居跡出土遺物他
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N-1 鉄 鏃
K-2 石 器 (工」片 )
K-3 石 器 (剃片 )

第 9図 -7
第13図 -1
第13図 -2



南小泉遺跡第13次発掘調査 3 号濤跡出土植物遺体調査

東】ヒ大学農学部教授 星  川  清  親

り出土 した植物種子を鑑定 した結果は下記の表南小泉遺跡第13次発掘調査 3号濤跡のlc層 よ

のとおりである。

植  物  名 粒  数

ォォムギ (皮麦 )

コムギ

イネ (玄米 )

リョク トウ
*

ァズキ

その他不明種子

殻 (種不明)破片

119
18
10
4

1

2

1

*ヤ ブツルアズキか?

オオムギの種実はすべて炭化した皮麦であり、これが最も多い。若千は破片であるが、大部

分は九のまま出土している。これと若干のコムギ粒および玄米が混在している。さらに豆類と

してリョクトウと思われる形のもの 4粒 とアズキと見られるもの 1粒が認められた。住居跡を

切る濤の堆積土中より出土したのであるから、これは遺跡内で食糧とされたものの一部がこぼれ

落ちたものと推定できる。したがって、それらから当時 (古墳時代中期 ?)の 、この追跡内の人

々の食糧の内容を推定できる。

すなわち、オオムギが数量的に最も多いところから、オオムギが主食であったと言えよう。

それらは全て皮麦である。皮麦は裸麦より耐寒性が強く、現在でも東北地方以北では皮麦しか

栽培されていないことから、当時も皮麦が南小泉地域で栽培されていたことは妥当性がある。

皮麦は密着 している皮 (頴 )を除去しないと食用にならない。日でついても当時の技術では崇」

皮は困難であるから、丸のまま食用にしたとは考えにくい。たぶん皮麦は炒ってから粉 (ハ ッ

タイ粉)に して食べたのではあるまいか。コムギ粒が米粒よりも多く見出されたことも注目さ

れる。コムギ粒は九のまま煮食できるし、米と混炊もできる。コムギが出土したことから、こ

れを製粉してパンにまで作つたかどうかは判断し難い。いずれにしてもオオムギ、コムギとい

う畑作物がかなり多いということから、南小泉周辺は、当時かなりの面積の畑地が開拓されて

いたと推定できる。

豆類としては、リョクトウ状のものが4粒見出される。リョクトウは我が国には17世糸己以降

しか記録が見出せないが、実際の伝来は縄文時代ではないかと推定が出されている。それは福

井県の鳥浜貝塚から古代のリョクトウが発見されたからである。このことから、古墳時代の南



小泉でリョクトウが栽培されていた可能性も充分考えられる。その点で重要な興味あるサンプ

ルである。しかし、炭化種子は野生のヤブツルアズキの種子ともよく似ているので、その可能

性もあり、リョクトウと断定するには、さらに検討を要する。アズキと思われる種子も1粒だ

けであるが見出された。アズキはこの時代にはすでに伝来して各地で栽培されていたと思われ

る。

南月ヽ泉地域は、現在もそうであるように、昔から湿地が多く、水田が古くから開かれてイネ

が栽培されていたと思われるから、玄米の炭化物が見出されることは不思議ではない。しかし、

米よりもはるかに多くの畑作物 (ムギ類)が栽培されていたと推定されることに興味が持たれる。

皮麦は水田裏作であるが、当時は未だ裏作は行なわれていなかったと思われるので、これらの

麦類は水田地帯の周囲の高い所に開かれた畑での生産物と見るべきである。
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